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市の人口と世帯　77,419人（前月比△14人）　男38,380人　女39,039人　世帯数 30,401世帯   【３月１日現在】

主な内容
●後期高齢者医療保険料の保険料率が決定　     
　　　　　　　　　               　    　　　  P ８
　
●４月から市役所の組織機構を見直します　　
　　　　　  　　　　　　　　　　　　　 P ８
　　   　              
●市税などの納付にクレジット収納が仲間入り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   P ９

石岡の『今』を伝える　
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磐
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（昭和 12）
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（大正 13）

　平成 25年度から工事の始まった石岡駅の橋上
駅舎と東西自由通路が完成しました。駅周辺のバ
リアフリー化を進め、東西の人の流れが活発にな
ることで、まちの魅力の向上が期待されます。３
月 30日には、完成式典を行いました。
　西口駅前広場と BRT（バス高速輸送システム）
専用駅前広場の整備工事を引き続き行います。

■問い合わせ　都市計画課　
　☎ 23‒1111（内線 265）

新しい石岡駅

石岡駅 121 年の歴史

◆◆◆◆◆◆
徳
富
蘇
峰
か
ら
駅
名
標
贈
ら
れ
る

1951
（昭和 26）

改札に掲げられている
駅名標は、昭和のジャー
ナリスト徳富蘇峰の書

広報いしおか４月１日号  №２５２　　２

エスカレーター・エレベーターを、
西口・東口、上り・下りホームに設置

oint1P

ピカピカの駅舎、
うれしいね！

電車でお出かけ
うれしいな

おじいちゃんも、おばあちゃんも、
子育て中のママやパパも、車いすの人も、
みんなが使いやすい石岡駅へ

東西自由通路で駅構内へ。雨の日
でも濡れずに移動！

oint2P

東口広場を整備。
市営駐車場は
30 分無料！

oint3Point4P

西口１階には、観光案
内所や公衆トイレなど
を設置

おじいちゃんも、おばあちゃんも、

石 岡駅のご案内



石
岡
市
誕
生

（
２
月
11
日
）

常
磐
線

　電
化
、

上
野
〜

勝
田
間
開
通

石
岡
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク

オ
ー
プ
ン

石
岡
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
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バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
完
成

石
岡
駅
、
橋
上
駅
舎
完
成

1954
（昭和 29）

1961
（昭和 36）

1990
（平成２）

1991
（平成３）

2016
（平成 28）

常
磐
線
が

東
京
・
品
川
駅
に
乗
り
入
れ

2015
（平成 27）

◆
み
ど
り
の
窓
口
開
設

1978
（昭和 53）

駅
構
内
こ
線
人
道
橋
開
通

1980
（昭和 55）

石
岡
市
民
号
列
車
の
実
施

1985
（昭和 60）

鹿
島
鉄
道
線
廃
線

2007
（平成 19）

全
国
初
Ｂ
Ｒ
Ｔ
開
通

2010
（平成 22）

◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆

当時の通勤風景電化を祝う石岡市民

３　　広報いしおか４月１日号  №２５２

ふるさとの春・夏・秋・冬を表現
　幅1.2 ｍ×高さ2ｍもの
大きなガラス板を3枚使っ
て表した一つの季節。1枚
の板ガラスに特殊フィルム
と鉛で施工する SGO とい
う特許工法で作られていま
す。

　きりえ特有の黒い縁、滝
平さんらしいシャープな線
や色彩が再現され、原画に
近い色を出すため、色の微
妙に異なるカラーフィルム
を重ね合わせています。
　制作したのは、市内の佐
久に工房を構える高橋章

あ き こ

子
さん。制作期間はデザイン
から入れると約 1年間。
　西口と東口をつなぐ自由
通路には色とりどりの光の
影が差し込みます。

▲制作した高橋さん（SGOつくば）

▲東西自由通路に設置されたステンドグラス（秋）

改札を出ると…滝平二郎氏の
ふるさとの景色のステンドグラス

滝平氏は大正 10年、旧玉里村生まれで石岡農
学校（現石岡第一高等学校）出身の市ゆかりの
きりえ作家。作品に、絵本「モチモチの木」や
「ベロ出しチョンマ」などがある。

\　　　テンドグラスができるまで /

ふるさとの

\　　　テンドグラスができるまでス

新
・
石
岡
市
ス
タ
ー
ト

2005
（平成 17）

◆



　

昭
和
４
年
、
御
幸
通
り
は
、

当
時
の
町
民
の
寄
附
金
に
よ
り

作
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
入
り
口
に
位
置
す
る
の

が
大
形
屋
さ
ん
。
創
業
は
90
年

を
超
え
、
駅
前
の
移
り
変
わ
り

を
見
て
き
ま
し
た
。

　
「
店
を
継
い
だ
当
時
は
、
高

度
経
済
成
長
期
で
日
本
中
が
沸

い
て
い
た
時
代
。
郊
外
に
大
型

ス
ー
パ
ー
も
な
か
っ
た
か
ら
、

み
ん
な
商
店
街
に
集
ま
っ
て
い

た
ね
」

　

里
帰
り
す
る
人
や
都
会
に
就

職
し
た
人
が
戻
っ
て
く
る
盆
や

正
月
に
は
、
土
産
物
を
求
め
る

お
客
さ
ん
の
列
が
店
の
外
ま
で

延
び
て
、
電
車
の
発
車
に
間
に

合
う
か
ひ
や
ひ
や
し
た
と
話
す

中
川
さ
ん
。

　
「
昔
に
比
べ
て
寂
し
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
ね
。
駅
が
新
し
く

な
っ
て
終
わ
り
じ
ゃ
な
く
て
、

ど
う
や
っ
て
ま
ち
に
人
を
呼
ぶ

か
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

駅
前
の
店
が
閉
ま
っ
て
い
た
ら

駅
か
ら
来
た
お
客
さ
ん
を
が
っ

か
り
さ
せ
な
い
か
と
思
う
と
、

今
ま
で
、
盆
も
正
月
も
店
を
閉

め
た
こ
と
は
な
い
ん
だ
よ
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

お
店
の
入
り
口
の
ガ
ラ
ス
窓

は
、
い
つ
も
曇
り
一
つ
な
く
、

き
れ
い
に
磨
か
れ
て
い
ま
す
。

episode2
石岡の玄関口だから
　お店を休んだことはないんです

大形屋・中川勲さん（76歳）

あの頃の石岡駅
　明治28年に建てられ、昭和4年に1回目の建て替えを行っ
た石岡駅。そこから、時代ごとに改修工事を重ねてきました。
　2回目の大規模工事を終えた平成 28年。新しい石岡駅の
歴史が始まります。石岡駅の思い出と駅から始まる新生活へ
の思いを聞きました。

戦時中の石岡駅

episode1
石岡駅に戻る汽車の中で

髙木芳郎さん（92歳）

　

昨
年
の
11
月
、
ま
ち
か
ど
情
報

セ
ン
タ
ー
で
戦
時
中
の
資
料
の

展
示
を
行
っ
た
髙
木
芳
郎
さ
ん

は
、
15
歳
の
12
月
、
石
岡
駅
の
上

り
ホ
ー
ム
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。

国
民
徴
用
で
佐
世
保
の
造
船
所

に
行
く
た
め
で
す
。
石
岡
小
学
校

の
数
千
人
の
全
校
児
童
に
見
送

ら
れ
て
の
出
発
で
し
た
。

　

当
時
は
汽
車
。
何
日
も
か
け

て
到
着
し
た
佐
世
保
で
は
、
造

船
所
の
事
務
の
仕
事
に
従
事
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
４
年
を
過

ご
し
た
の
ち
、
昭
和
19
年
12
月

に
、
中
国
大
陸
に
出
兵
。
出
発

の
と
き
に
渡
さ
れ
た
五
銭
と
十

銭
が
縫
い
付
け
ら
れ
た
千
人
針

や
当
時
の
戦
況
を
伝
え
る
新
聞

記
事
な
ど
を
今
で
も
大
切
に
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
20
年
８
月
、
終
戦
。
混
乱

の
中
、12
月
に
北
佐
世
保
に
戻
り
、

そ
こ
か
ら
汽
車
で
石
岡
へ
。

　
「
軍
服
を
着
て
い
た
か
ら
ね

『
ど
こ
か
ら
戻
っ
て
き
た
の
か
。

う
ち
の
家
族
の
こ
と
を
知
っ
て

い
る
か
』
と
石
岡
駅
に
戻
る
車

中
で
聞
か
れ
続
け
な
が
ら
帰
っ

て
き
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

辛
い
思
い
を
抱
え
、
石
岡
駅

に
戻
り
着
い
た
髙
木
さ
ん
の
前

に
広
が
っ
た
の
は
、
出
兵
前
の

街
並
み
の
面
影
が
残
る
駅
前
の

御
幸
通
り
で
し
た
。

広報いしおか４月１日号  №２５２　　４



episode3
　

御
幸
通
り
の
中
ほ
ど
を
右
手

に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
茨

城
理
容
美
容
学
校
。
こ
の
場
所

に
学
校
を
構
え
て
今
年
で
70

年
。
多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
春
、
卒
業
し
４
月
か
ら

都
内
の
理
容
室
で
働
く
對
馬
さ

ん
は
、
昨
年
11
月
に
徳
島
県
で

開
催
さ
れ
た
全
国
コ
ン
テ
ス
ト

の
理
容
部
門
で
銀
賞
を
獲
得
。

　
「
入
学
し
て
か
ら
一
度
も
褒

め
ら
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん

で
す
。
で
も
、
最
後
の
コ
ン
テ

ス
ト
が
終
わ
っ
て
先
生
に
報
告

し
た
時
に『
よ
く
頑
張
っ
た
ね
。

お
疲
れ
さ
ま
』
と
言
っ
て
も
ら

え
た
こ
と
が
、
す
ご
く
す
ご
く

嬉
し
く
て
。
先
生
、
先
輩
、
た

く
さ
ん
の
人
の
助
け
が
あ
っ
て

逃
げ
出
さ
ず
に
や
り
切
れ
た
こ

と
が
、
自
信
に
な
り
ま
し
た
」

　

朝
か
ら
晩
ま
で
技
術
向
上
の

た
め
練
習
に
明
け
暮
れ
「
夢
中

に
な
っ
て
頑
張
る
」
こ
と
は

か
っ
こ
い
い
と
教
え
て
も
ら
っ

た
学
生
時
代
。

　

改
札
を
く
ぐ
る
と
き
に
引
っ

か
か
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
く
ら

い
大
き
な
か
ば
ん
に
は
、
た
く

さ
ん
の
理
容
の
道
具
が
入
っ
て

い
ま
す
。

　

２
年
間
ず
っ
と
工
事
中
だ
っ

た
石
岡
駅
も
新
し
く
な
っ
た
４

月
。
夢
の
実
現
の
た
め
に
上
り

ホ
ー
ム
に
立
ち
ま
す
。

世界一の理容師になりたい。
　　　夢の実現のために出発

　

４
月
か
ら
市
外
の
看
護
学
校

に
進
学
す
る
鈴
木
さ
ん
。
石
岡

駅
か
ら
通
学
し
ま
す
。

　

中
学
生
の
時
に
ひ
い
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
看
護
師
を
目
指
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
一
生
懸
命
な
看
護
師
さ
ん

の
姿
を
見
て
、
私
も
人
の
役
に

立
つ
仕
事
が
し
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん

一
人
ひ
と
り
と
丁
寧
に
向
き
合

う
看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
」

　

応
援
し
て
く
れ
る
家
族
の
た

め
に
も
、
頑
張
り
た
い
と
話
し

ま
す
。
市
内
の
高
校
に
通
っ
て

い
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
は
自
転

車
通
学
。

　
「
実
は
初
め
て
の
電
車
通
学
。

だ
か
ら
楽
し
み
な
ん
で
す
」

episode４
看護の勉強のために、市外へ。
　初めての電車通学が楽しみです

鈴木亜
つぐみ

実さん（18歳）

高度経済成長期の石岡駅前

未来へ

４月から始まる、

新生活。新たな目標。

新しくなった

石岡駅から、

いってらっしゃい！

對
つしま

馬笙太さん（20歳）

2代目の旧石岡駅舎

５　　広報いしおか４月１日号  №２５２

1950 年代の石岡駅前
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特
定
健
診
・
健
康
診
査
の
受
診

方
法
は
、
集
団
健
診
と
医
療
機
関

で
の
健
診（
要
予
約
）の
二
つ
で
す
。

　

集
団
健
診
は
保
健
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施
日

や
場
所
は
、
広
報
い
し
お
か
４
月

１
日
号
に
折
り
込
み
の
保
健
セ
ン

タ
ー
年
間
予
定
表
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
健

診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
人
間
ド
ッ
ク
と
の
重
複
受
診
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
特
定
健
診
の
対
象
　

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

　
　
　
　
　
　
40
歳
～
74
歳
の
人

■
内
容　

　

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
を

よ
り
効
果
的
に
予
防
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
予
防
が
必
要
な
人
に

は
、
専
門
家
に
よ
る
特
定
保
健
指

導
で
自
ら
が
生
活
習
慣
病
を
改
善

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

※
受
診
当
日
持
参
す
る
も
の

・
特
定
健
康
診
査
受
診
券

　
（
４
月
下
旬
送
付
）

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
負
担
金
１
０
０
０
円

　
（
70
歳
以
上
は
無
料
）

■
健
康
診
査
の
対
象
　

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
入
者

■
内
容　

　

健
康
診
査
は
、
生
活
習
慣
病
を

早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る
こ
と

で
健
康
の
維
持
と
安
定
し
た
生
活

の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※
受
診
当
日
持
参
す
る
も
の

・ 

健
康
診
査
受
診
券

　
（
４
月
下
旬
送
付
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
負
担
金
は
無
料

医療機関 電話番号

小美玉市
石岡循環器科脳神経外科病院 ☎ 58-5211
やまぐち医院 ☎ 37-1055

かすみがうら市
太田医院 ☎ 59-2026
酒井医院  ☎ 029-897-1006
高木医院  ☎ 029-832-2020
大和医院  ☎ 029-831-7937

土浦市
土浦協同病院  ☎ 029-846-3731

◎ 40 歳～ 74 歳の「特定健康診査」は、上記の実
施機関以外にも県医師会と県国民健康保険団体連合
会との集合契約が締結されている県内の医療機関で
受診できます。詳しくは、医療機関にお問い合わせ
ください。

特定健康診査・健康診査実施機関

医療機関 電話番号

市　　内
石岡市医師会病院 ☎ 23-4113
石岡市医師会病院旭台分院 ☎ 26-2131
石岡第一病院 ☎ 22-5151
岡﨑内科医院 ☎ 22-2014
柏木医院 ☎ 22-2874
グリーンクリニック ☎ 36-4120
ごとう内科 ☎ 36-0510
山王台病院 ☎ 26-3130
寿星会 石岡診療所 ☎ 24-5080
杉並クリニック ☎ 27-6700
関クリニック ☎ 23-8300
芹澤医院 ☎ 22-2035
田中クリニック ☎ 23-2288
藤井内科クリニック ☎ 35-5005
府中クリニック ☎ 22-2146
渡辺クリニック ☎ 26-7633

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
皆
さ
ん

特
定
健
診
・
健
康
診
査

　
　
　
　
お
早
め
の
受
診
を

助
成
期
間　

５
月
１
日
～
平
成
29
年
１
月
31
日

健康
診断

■特定健診・健康診査についての問い合わせ
「受診券」について　保険年金課　☎ 23-1111
・国民健康保険（内線 164）
・後期高齢者医療制度（内線 145）
「健診」について
石岡保健センター　☎ 24-1386
八郷保健センタ―　☎ 43-6655

■人間ドックについての申請・問い合わせ
市役所　保険年金課　
　☎ 23-1111
・国民健康保険（内線 164）
・後期高齢者医療制度（内線 145）
支所　市民窓口課　
　☎ 43-1111（内線 1123）



対

象
医療機関 種別 自己負担額

国
民
健
康
保
険
　
　
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

石岡市医師会病院
☎ 23-4113 日帰り 19,140 円

石岡第一病院
☎ 22-5151 日帰り 23,200 円

石岡ひかり
クリニック
☎ 26-8055

日帰り 17,800 円

山王台病院
☎ 26-3130

日帰り 20,500 円

１泊 47,500 円

脳ドックＢ 13,740 円

土浦協同病院
☎ 029-846-3731

日帰り 21,040 円

１泊 49,660 円

脳ドックＡ 43,040 円

脳ドックＢ 14,000 円

筑波メディカル
センター　

☎ 029-856-3500

日帰り 21,256 円

１泊 47,176 円

脳ドックＡ 29,000 円
茨城県メディカル

センター
☎ 029-243-1111

日帰り
21,256 円

（30 ～ 39 歳
21,040 円）

石岡循環器科
脳神経外科病院　

☎ 58-5211
脳ドックＢ 12,920 円

対

象
医療機関 種別 自己負担額

国
民
健
康
保
険
　
　
　
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

神立病院
☎ 029-831-9711

日帰り 18,880 円

脳ドックＡ 25,760 円

脳ドックＢ 19,400 円

牛久愛和総合病院
☎ 029-873-4334

日帰り 18,880 円

１泊 48,580 円

脳ドックＡ 23,600 円

脳ドックＢ 19,400 円

霞ヶ浦成人病
研究事業団

☎ 029-887-4563

日帰り 21,040 円

１泊 43,720 円

脳ドックＡ 29,000 円
東関東クリニック
☎ 029-221-1200 日帰り 21,040 円

いばらき健康管理
センター

☎ 029-243-6220
日帰り 21,040 円

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
み

水戸済生会総合病院
☎ 029-254-9044

日帰り 21,040 円
脳ドックＡ 34,400 円

筑波記念病院
☎ 029-864-3588

日帰り 19,960 円

1 泊 43,720 円

脳ドックＡ 34,400 円

脳ドックＢ 30,200 円

人間ドック受診医療機関

７　　広報いしおか４月１日号  №２５２

■
対
象

1
国
民
健
康
保
険
加
入
者

・
30
歳
以
上
75
歳
未
満
で
国
保
税

を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
人

2
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

・
市
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
完
納
し
て
い
る
人

■
申
請
方
法

　

受
診
種
別
を
一
つ
選
ん
で
医
療

機
関
に
予
約
の
上
、
次
の
①
～
④

を
持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
ま

た
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
②
予
約
票
③
特
定
健
康
診
査
受

診
券
ま
た
は
健
康
診
査
受
診
券

（
４
月
下
旬
に
送
付
）
④
認
め
印

■
ご
注
意

●
基
本
検
査
項
目
以
外
は
別
料
金

で
す
。

●
人
間
ド
ッ
ク
、特
定
健
康
診
査
・

健
康
診
査
は
、
年
度
内
に
い
ず
れ

か
１
回
し
か
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　

重
複
し
て
受
診
し
た
場
合
は
、

重
複
分
を
返
還
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
４
月
以
降
、
職
場
な
ど
で
健
康

診
査
を
受
診
し
た
人
は
、
保
険
年

金
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
皆
さ
ん

人
間
ド
ッ
ク
・

　
　
　
　
脳
ド
ッ
ク
に
助
成

助
成
期
間　

５
月
１
日
～
平
成
29
年
１
月
31
日

人間ドック・脳ドック
種　　　　　別 助 成 額

日帰り人間ドック 20,000 円

１泊人間ドック 20,000 円

日帰り脳ドックＡ 特定健康診査

または健康診査

有 25,000 円

日帰り脳ドックＢ 無 13,000 円

【助成額】
人 間
ドック

・

・



後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

　
　
　
　保
険
料
率
が
決
定

４
月
か
ら
市
役
所
の

　
　組
織
機
構
を
見
直
し
ま
す

Ｈ 28・29 年度 Ｈ 26・27 年度 増減

均等割額 39,500 円 39,500 円

なし所得割率 8% 8%

賦課限度額 57 万円 57 万円

平成 28・29 年度の保険料率

保険料の計算方法

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
75
歳

以
上
の
人
（
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
人
は
65
歳
以
上
）が
対
象
で
す
。

　

法
律
に
基
づ
き
保
険
料
率
は
２

年
に
一
度
見
直
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
28
・
29
年
度

の
保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

【
保
険
料
の
計
算
に
つ
い
て
】

茨
城
県
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合 

事
業
課

☎
０
２
９
・
３
０
９
・
１
２
１
３

【
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
】

保
険
年
金
課

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
３
４
）

＝ ＋
保険料
一人あたりの
年間保険料

均等割
加入者全員が
等しく負担

所得割
所得に応じて

負担

均等割額

39,500 円

所得割額計算式
総所得
金額等 ―33万円　× 8%（ ）

均等割額
軽減割合

軽減後の均等割額
（年間）

世帯（被保険者と世帯主）の
総所得金額

9割軽減 3,950 円
33 万円以下かつ被保険者全員の
年金収入が 80 万円以下
※その他各種所得がない場合

8.5 割軽減 5,925 円 33 万円以下で上記以外

5割軽減 19,750 円
33 万円 +「26 万 5,000 円×
世帯の被保険者数」以下

2割軽減 31,600 円
33 万円 +「48 万円×
世帯の被保険者数」以下

均等割額の軽減対象者が拡大されました

変更前は 26万円

変更前は 47万円

その他、所得割の軽減や被用
者保険（会社などの健康保険）
の被扶養者だった人の軽減に
変更はありません。

後期
高齢者

組織
機構

　

効
率
的
で
効
果
的
な
組
織
運
営

と
施
策
展
開
を
す
る
た
め
に
、
行

い
ま
す
。

1
駅
周
辺
整
備
推
進
室
の
廃
止

　

駅
周
辺
整
備
事
業
の
縮
小
に
伴

い
「
駅
周
辺
整
備
推
進
室
」
を
廃

止
し
「
都
市
計
画
課
」
へ
駅
周
辺

整
備
事
業
を
移
管
し
ま
す
。

2
国
体
推
進
室
の
新
設

　

平
成
31
年
度
に
茨
城
県
で
開
催

さ
れ
る
国
民
体
育
大
会
の
準
備
を

行
う
た
め
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
」

内
に
「
国
体
推
進
室
」
を
設
置
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
７
）

機構図

都市計画課
駅周辺整備推進室

建築住宅指導課
道路建設課

下水道課

都市建設部

広報いしおか４月１日号  №２５２　　８

教育委員会

生涯学習課

文化振興課

教育総務課
指導室

スポーツ振興課
国体推進室

中央公民館

学校給食課

中央図書館



利
用
可
能
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　

次
の
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
が
入
っ
た

カ
ー
ド
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

決
済
手
数
料

　

納
付
に
は
、
金
額
に
応
じ
て
決

済
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。
手
数

料
は
表
の
と
お
り
で
す
。

市
税
な
ど
の
納
付
に

ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納
が
仲
間
入
り

■
問
い
合
わ
せ

収
納
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

　

市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
ヤ

フ
ー
株
式
会
社
が
運
営
す
る
「
Ｙ

ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
公
金
支
払
い
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
24
時
間
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
納
付
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
支
払
い
手
続
き
を
す
る

際
に
現
金
を
用
意
す
る
必
要
が
な

く
、
支
払
い
方
法
も
一
括
、
分
割
、

リ
ボ
払
い
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

利
用
方
法

市税
納付

対象となる市税など

・固定資産税
・市県民税　　　  （普通徴収分）
・軽自動車税
・国民健康保険税（普通徴収分）
・介護保険料　　  （普通徴収分）
・後期高齢者医療保険料
　　　　　　　　 （普通徴収分）

納付金額 決裁手数料（税込）

～ 10,000 円   54 円

～ 20,000 円 162 円

～ 30,000 円 270 円

～ 40,000 円 378 円
以降 10,000 円
を超えるごと
に

108 円ずつ加算

窓
口
で
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
限
定
の
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
、
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

利
用
明
細
書
で
確
認
を

　

市
か
ら
は
領
収
書
は
発
行
し
ま

せ
ん
の
で
、
納
税
通
知
書
と
カ
ー

ド
会
社
が
発
行
す
る
利
用
明
細
書

な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
車
検
な
ど
納
税
証
明
書

の
発
行
を
急
ぐ
人
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
以
外
の
納
付
方
法
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

パソコンから

http://koukin.yahoo.co.jp/URL

スマートフォン・携帯電話から

http://koukin.mobile.yahoo.co.jp/URL

Yahoo!Japan で「納税 !」検索

納税！ 検　索QR コード

珈琲の淹れ方
　　楽しみ方講座

▼
豊
富
な
種
類
の
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
（
ケ
ー
キ
付
）。

日
時
／
５
月
22
日
（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

定
員
／
20
人 

参
加
費
／
５
５
０
円

講
師
／
鈴
木
誉
志
男
氏

▼
と
っ
て
も
か
わ
い
い
ア
ー
ト

が
作
れ
ま
す
。 

日
時
／
６
月
７
・
28
日
、
７
月

５
・
19
日
（
火
）

午
前
10
時
～ 

正
午

定
員
／
15
人

参
加
費
／
２
８
０
０
円

講
師
／
栗
原
智
子
氏

押し花アート講座

▼
は
じ
め
て
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

に
ト
ラ
イ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

日
時
／
５
月
24
日
、
６
月

14
・
28
日
、
７
月
12
・
26
日
・

８
月
９
日
（
火
）

午
前
10
時
～
正
午

定
員
／
10
人

参
加
費
／
２
５
０
０
円

講
師
／
鈴
木
美
智
子
氏

パッチワーク
　　　キルト入門講座

▼
基
本
的
な
着
物
の
着
付
け
を

学
び
ま
す
。 

日
時
／
５
月
21
・
28
日
、
６
月

４
・
11
・
18
・
25
日
（
土
）

午
後 

１
時
30
分
～
３
時
30
分

定
員
／
15
人

参
加
費
／
無
料

講
師
／
小
池
俊
枝
氏

着物で見つける講座

▼
未
経
験
の
お
子
さ
ん
に
最
適

な
ク
ラ
ス
で
す
。 

日
時
／
６
月
４
・
11
・
18
・
25

日
、
７
月
２
・
９
日
（
土
）

午
後
２
時
30
分 

～
３
時
30
分

定
員
／
10
人
（
４
歳
～
小
学
校

低
学
年
）

参
加
費
／
無
料

講
師
／
千
田
・
桐
原
氏

子どものバレエ講座
▼
初
心
者
か
ら
昔
習
っ
て
い
た

人
ま
で
大
歓
迎
で
す
。 

日
時
／
６
月
４
・
11
・
18
・
25

日
、
７
月
２
・
９
日
（
土
）

午
後
６
時
30
分
～
８
時

定
員
／
15
人

参
加
費
／
無
料

講
師
／
千
田
・
桐
原
氏

大人からのバレエ講座
▼
五
臓
六
腑
全
体
の
機
能
を
高

め
ま
す
。 

 

日
時
／
５
月
20
・
27
日
、
６
月

３
・
10
・
17
・
24
日
（
金
）

午
前
10
時
～
正
午

定
員
／
15
人 

参
加
費
／
２
０
０
円

講
師
／
篠
塚
す
み
こ
氏

　
　
　

鬼
澤
和
子
氏

太極拳体験講座

受付期間／４月 12 日（火）
　　　　　   ～ 23 日（土）
午前９時～午後５時
※月曜休館で、定員を超え
た場合は抽選です。

■申し込み・問い合わせ
旭台会館
☎ 26‒1366　℻ 26‒1780
     asahidai@smile.ocn.ne.jp

９　　広報いしおか４月１日号  №２５２



ま のち わ だ い
楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。

　

２
月
４
日
と
９
日
、
将
来
の
目
標

や
決
意
を
た
て
る
立
志
式
を
迎
え
た

府
中
中
学
校
２
年
生
が
、
地
域
へ
恩

返
し
を
し
よ
う
と
、
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
日
ご
ろ
通
学
で
使
用
し

て
い
る
歩
道
橋
や
恋
瀬
川
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
、
高
速
道
路
沿
い
を
中

心
に
、
ご
み
拾
い
な
ど
を
実
施
。

　
「
こ
ん
な
に
ご
み
が
あ
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
た
ち
が
普

段
使
っ
て
い
る
所
を
、
み
ん
な
と
力

を
合
わ
せ
て
清
掃
で
き
た
の
が
良

か
っ
た
で
す
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

▲ 120 人の参加者が集まった研修会

　　中中の生徒たちの立志式府

▲歩道橋の手すりの汚れをふき取りました

　　小で国際理解セミナーを開催東

　

２
月
17
日
、
国
際
交
流
団
体
「
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
い
し
お
か
」
が
東
小

学
校
で
６
年
生
を
対
象
に
国
際
理
解

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
タ
ス

フ
ァ
イ
エ
・
ガ
ラ
イ
ヤ
さ
ん
（
エ
チ

オ
ピ
ア
出
身
）
が
、
音
楽
や
紙
芝
居

な
ど
を
使
い
エ
チ
オ
ピ
ア
の
文
化
を

児
童
に
紹
介
。

　

ガ
ラ
イ
ヤ
さ
ん
は
「
日
本
の
文
化

だ
け
で
な
く
、
世
界
の
文
化
に
触
れ

る
こ
と
で
自
分
の
目
標
を
見
つ
け
て

ほ
し
い
。
そ
し
て
目
標
に
向
か
っ
て

一
生
懸
命
努
力
す
る
人
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

▲児童らに語りかけるガライヤさん▲グローバルハーツの皆さん（武井純子代表・右から 2 番目）
　

国
際
交
流
活
動
を
行
う
グ
ロ
ー
バ

ル
ハ
ー
ツ
が
県
国
際
化
推
進
奨
励
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
外
国
人
の
た
め

の
日
本
語
教
室
を
開
催
し
て
い
る
ほ

か
、
小
中
学
校
で
国
際
理
解
教
室
へ

の
協
力
や
フ
ラ
ン
ス
人
留
学
生
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
の
受
け
入
れ
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
武
井
純
子
さ
ん
は
「
現
在

設
立
13
年
目
。
日
本
人
会
員
10
人
、

外
国
人
会
員
15
人
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、
仲
間

を
増
や
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　　民協働による地域づくり市

　

２
月
11
日
、
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

ひ
ま
わ
り
の
館
で
、
区
長
を
対
象
に

「
市
民
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

常
磐
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学

部
の
林
寛
一
教
授
が
、
地
域
づ
く
り

の
大
切
さ
に
つ
い
て
講
演
。そ
の
後
、

花
壇
づ
く
り
な
ど
美
化
活
動
に
取
り

組
む
三
村
地
区
や
、
道
路
清
掃
を
行

う
行
里
川
地
区
、
道
の
補
修
工
事
な

ど
を
地
域
住
民
自
ら
で
行
い
、
ま
た

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
大
会
の
実
施
に
協
力

し
て
い
る
弓
弦
地
区
の
事
例
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　　際交流の功績に表彰状国
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２
月
15
日
、
杉
並
小
学
校
で
水
戸

ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
と
つ
く
ば
ロ
ボ
ッ

ツ
の
選
手
と
児
童
た
ち
と
の
交
流
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
プ
ロ
選

手
と
の
交
流
を
通
し
て
、
希
望
を
持

ち
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い

と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
プ
ロ
選
手

と
児
童
代
表
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
と
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
が

行
わ
れ
、
体
育
館
は
歓
声
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　
「
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。
も
っ
と
練
習
し
て
上
手
に
な
り
た

い
」な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▲プロのスピードに必死についていく児童たち

杉　並小でプロ選手たちと交流

　

２
月
17
日
、
高
浜
小
学
校
で
「
城

南
地
区
は
つ
ら
つ
っ
子
育
成
事
業
」

の
一
環
と
し
て
高
浜
・
三
村
・
関
川
・

南
小
学
校
の
４
校
合
同
に
よ
る
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
校
入

学
前
に
交
流
を
深
め
、
ス
ム
ー
ズ
な

中
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
と
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
６
年
生
が
自
分
た

ち
の
学
校
を
紹
介
し
合
い
、
ゲ
ー
ム

を
行
い
ま
し
た
。
児
童
が
中
心
と

な
っ
て
考
え
た
ゲ
ー
ム
は
、
手
作
り

の
ビ
ン
ゴ
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
内

容
。「
城
南
中
で
も
仲
良
く
で
き
そ
う
」

と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▲それぞれの学校を紹介する児童たち

　　浜小で合同交流会を開催高

　

２
月
９
日
、
市
内
在
住
の
岡
本
金

市
さ
ん
と
鈴
木
光
雄
さ
ん
が
、
地
域

づ
く
り
に
貢
献
の
あ
っ
た
人
に
送
ら

れ
る
民
間
自
治
功
労
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

岡
本
さ
ん
は
35
年
間
に
わ
た
り
民

間
交
通
指
導
員
と
し
て
務
め
ら
れ
ま

し
た
。
92
歳
の
退
任
ま
で
毎
日
児
童

ら
の
交
通
安
全
の
た
め
に
立
哨
指
導

を
行
い
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
健
康

づ
く
り
を
は
じ
め
、
世
代
間
交
流
も

行
う
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会

長
を
務
め
、
永
き
に
わ
た
り
地
域
の

福
祉
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　域のための地道な活動に地

▲鈴木光雄さん（左）・岡本金市さん（右）

　

２
月
23
日
、
市
役
所
で
石
岡
市
ス

ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
表
彰
式
を
行
い
ま

し
た
。
関
東
大
会
以
上
の
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
団
体
や
個
人
に
贈

ら
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）
佐
川
智
香
【
石

岡
中
３
年
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】・
堀
川

智
矢
【
府
中
剣
友
会
・
剣
道
】・
内
田

一
希
【
市
体
育
協
会
柔
道
部
・
柔
道
】・

清
水
満
【
紫
鏡
ク
ラ
ブ
・
体
操
】・
久

保
田
琴
音
【
府
中
中
３
年
・
馬
術
】・

中
村
実
優
【
杉
並
小
６
年
・
陸
上
】・

菊
地
悠
花
【
林
小
１
年
・
空
手
】・
後

藤
咲
々
・
須
﨑
沙
織
・
草
間
優
衣
【
東

少
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

▲表彰を受けた皆さん

ス ポーツ振興奨励賞表彰式を開催
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朝
日
里
山
い
ち
ご
祭
り

▼
２
日
間
限
定
で

い
ち
ご
狩
り
が
楽

し
め
ま
す
。
素
敵

な
景
品
が
当
た
る

抽
選
会
も
実
施
。

日
時
／
４
月
９
日
（
土
）・
10
日

（
日
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
（
食

べ
ご
ろ
の
イ
チ
ゴ
が
な
く
な
り
次

第
終
了
）

入
園
料
割
引
・
抽
選
券
配
布
店
／

い
ち
ご
観
光
果
樹
園
７
園
（
辻
地

区
）

入
園
料
／
30
分
食
べ
放
題
１

人
６
０
０
円
（
通
常
は
大
人

１
２
０
０
円
か
ら
）

■
問
い
合
わ
せ

2
観
光
課
（
内
線
１
１
３
２
）

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
募
集

▼
市
内
で
活
動
す
る
国
際
交
流
団

体「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
い
し
お
か
」

で
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
留
学
生

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

受
入
期
間
／
７
月
３
日
（
日
）
～

31
日
（
日
）

※
基
本
的
に
４
週
間
で
す
が
、１
・

２
週
間
の
受
け
入
れ
で
も
可
。

受
入
人
数
／
１
人
（
一
家
庭
）

※
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
代
と
し
て
１
週

間
１
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

※
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ほ
か
、

留
学
生
と
の
交
流
事
業
に
協
力
で

き
る
人（
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
い
し
お
か　
　

☎
２
３
・
７
６
８
１
（
山
形
）

☎
２
２
・
２
８
０
９
（
須
藤
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
と
準
備
講

習
会
（
平
成
28
年
度 

前
期
）

▼
願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
、

分
署
、
出
張
所
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。
準
備
講
習
会
は
、（
公
社
）

県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
（
☎

０
２
９
・
３
０
１
・
７
８
７
８
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
Ａ
日
程
】

日
に
ち
／
６
月
４
日
（
土
）

場
所
／
土
浦
工
業
高
等
学
校

申
込
締
切
／
４
月
20
日
（
水
）

※
電
子
申
請
は
17
日
（
日
）
ま
で

【
Ｂ
日
程
】

日
に
ち
／
６
月
26
日
（
日
）

場
所
／
茨
城
大
学

申
込
締
切
／
５
月
25
日
（
水
）

※
電
子
申
請
は
22
日
（
日
）
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
１
１
５
０

第
10
回
石
岡
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

日
時
／
５
月
26
日
（
木
）

　
　
　

７
時
ス
タ
ー
ト

場
所
／
サ
ミ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
　
　
（
嘉
良
寿
理
１
３
９
）

対
象
／
学
生
を
除
く
市
内
在
住
・

在
勤
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人

定
員
／
２
０
０
人
（
先
着
）

参
加
費
／
３
０
０
０
円
（
パ
ー

テ
ィ
ー
費
・
賞
品
代
）

※
プ
レ
ー
費
は
別
途
負
担
。

プ
レ
ー
費 

／

セ
ル
フ 

８
５
０
０
円 

キ
ャ
デ
ィ
ー
付 

１
１
５
０
０
円

申
込
方
法
／
４
月
１
日
（
金
）
～

５
月
８
日
（
日
）
に
参
加
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
費

を
添
え
て
申
し
込
み
。
申
込
書
は

窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

石
岡
運
動
公
園

☎
２
６
・
７
２
１
０

八
郷
総
合
運
動
公
園

☎
４
３
・
６
８
８
４

市内の月間交通事故件数【２/29 現在】
・発生件数　　   41 件   （＋２）
・死 者 数          ０人     （０）
・負傷者数　　   58 人    （＋８）
・物損事故　　 287 件  （-53）
※（　）内は前年比
■問い合わせ
石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

ＨＰ

募

集

イ

ベ

ン

ト
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河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

▼
国
土
交
通
省
は
、
河
川
を
や
さ

し
く
見
守
っ
て
く
れ
る
河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
／
霞
ヶ
浦
付
近
に
住
ん
で
い

る
満
20
歳
以
上
の
人

モ
ニ
タ
ー
期
間
／
平
成
28
年
７
月

１
日
～
平
成
30
年
６
月
30
日

申
込
期
間
／
４
月
１
日
（
金
）
～

５
月
16
日
（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所   

占
用
調
整
課

☎
０
２
９
９
・
６
３
・
２
４
１
９

℻
０
２
９
９
・
６
３
・
２
４
３
０

　

h
ttp

://w
w

w
.k

tr.m
lit.

go.jp/kasum
i/

八
郷
幼
稚
園
親
子
教
室
「
ふ
れ

あ
い
ス
ク
ー
ル
」
へ
の
参
加
を

開
催
期
間
／
４
月
～
12
月

場
所
／
八
郷
幼
稚
園

　
　
　
（
柿
岡
２
９
４
３
‐
１
）

対
象
／
入
園
前
の
親
子

申
込
方
法
／
電
話
で
申
し
込
み
。

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
入
会
費
（
お
や
つ
代
、
工
作
材

料
代
）
が
か
か
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ  　

八
郷
幼
稚
園

☎
４
３
・
１
０
４
６

中
国
語
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う

日
時
／
４
月
８
日
か
ら
３
か
月
間

（
全
10
回
・
水
）

場
所
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
師
／
高
先
生

受
講
費
／
１
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代

２
０
０
０
円
は
別
途
負
担
）

定
員
／
20
人
程
度
（
先
着
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
日
中
友
好
協
会
（
田
口
）

☎
５
９
・
５
５
７
６

　
タ
ケ
ノ
コ
の
出
荷
制
限
が

条
件
付
き
解
除
に

▼
県
の
出
荷
前
検
査
を
行
い
、
基

準
値
（
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
）

以
下
だ
っ
た
も
の
は
出
荷
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

出
荷
ま
で
の
流
れ
／
①
生
産
者
登

録
の
手
続
き（
電
話
で
受
け
付
け
）

→
②
出
荷
予
定
の
竹
林
ご
と
に
検

査
を
実
施
→
③
出
荷

※
②
実
施
時
に
は
、
検
査
用
試
料

と
し
て
１
㎏
程
度
の
細
か
く
刻
ん

だ
タ
ケ
ノ
コ
を
持
参
の
上
、
農
政

課
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
２
）

お

知

ら

せ

ＨＰ

講

座

教

室

▶家庭で使わなくなったベビーカーと
バギーを提供してください。提供され
た物品は、子育て家庭の経済的な負担
を減らすため、無償で貸し出します。
■問い合わせ　
市社会福祉協議会　☎ 22-2411

　　　シニアサポート教室・
ひまわり体操参加者募集

対象／市内在住の 65 歳以上で心疾患
がなく、医師から運動制限をされてい
ない人。
申込方法／４月６日 ( 水 ) ～ 11 日（月）
に直接または電話で申し込み。
■申し込み・問い合わせ
市社会福祉協議会　☎ 22-2411

シニアサポート教室（腰あんしん教室）
日時／５月６・13・20・27 日（全４
回・金）午後１時 30 分～午後３時
場所／ふれあいの里石岡ひまわりの館
内容／理学療法士による腰痛の予防を
目的とした軽度な運動指導
定員／ 30 人（抽選・昨年度の同教室
に参加していない人を優先）

ひまわり体操
日時／５月 11・18・25 日、６月１・
８・15・22・29 日（全８回・水）
午後２時 30 分～午後４時
場所／小桜地区公民館（川又 746）
内容／ストレッチ体操
定員／ 30 人（抽選・昨年度第３回に
参加していない人を優先）
講師／木村幸子先生

ベビーカーとバギーを
無償で提供してください

１３　広報いしおか４月１日号  №２５２
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65
歳
以
上
で
介
護
保
険
料
が

年
金
天
引
き
さ
れ
な
い
人
へ

▼
４
月
中
旬
に
納
付
書
を
送
付
し

ま
す
。
封
書
に
は
、
第
１
期
（
４

月
末
日
納
期
）
と
第
２
期
（
６
月

末
日
納
期
）
が
入
っ
て
い
ま
す
。

第
１
期
と
第
２
期
の
保
険
料
は
、

前
年
度
の
保
険
料
を
参
考
に
暫
定

徴
収
し
ま
す
。
８
月
に
年
額
を
決

定
し
、
保
険
料
の
段
階
が
変
わ
る

場
合
に
は
、
８
月
以
降
（
年
金
か

ら
の
天
引
き
が
で
き
る
人
は
10
月

以
降
）
で
額
の
調
整
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
施
設
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
、
高
齢

者
向
け
に
住
宅
改
修
を
し
た
い
、

車
イ
ス
を
借
り
た
い
な
ど
、
介
護

に
関
す
る
相
談
や
心
配
ご
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

1
介
護
保
険
室　
（
内
線
１
５
５
）

障
害
者
差
別
解
消
法
が

で
き
ま
し
た

▼
障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
「
不

当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」
と
「
合

理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
」
が
差

別
に
な
り
ま
す
。

【
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
】

（
例
）
障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
理

由
に
、
施
設
の
利
用
や
習
い
ご
と

の
入
会
を
断
る
こ
と
。

【
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
】

（
例
）
耳
が
不
自
由
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
た
の
に
放
送
で
呼
び
出
す
こ
と
。

　

障
が
い
を
理
由
と
し
た
、
不
当

な
差
別
的
取
り
扱
い
に
よ
る
障
が

い
者
の
権
利
利
益
を
侵
害
さ
れ
た

場
合
な
ど
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

県
障
害
者
差
別
相
談
室

（
水
戸
市
千
波
町
１
９
１
８　

茨
城
県
総
合
福
祉
会
館
内
）

☎
０
２
９
・
２
４
６
・
６
０
４
９　

℻
０
２
９
・
２
４
６
・
６
０
４
８

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
５
７
）

℻
２
７
・
５
８
３
５

保
健
医
療
・
福
祉
関
係
等
専
門

従
事
者
奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す

▼
市
で
は
、
保
健
医
療
・
福
祉
関
係

専
門
学
校
な
ど
に
就
学
し
た
人
へ

奨
学
金
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
／
４
月
１
日
（
金
）
～

28
日
（
木
）

※
期
限
を
過
ぎ
た
も
の
は
受
け
付

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
５
３
）

情報ネット
ワーク

information

お

知

ら

せ

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

『石岡市合併 10 周年記念誌 
　ISHIOKA　SKETCH』好評発売中！
定価　700 円（税込）
販売場所　TSUTAYA ピアシティ石岡店、
TSUTAYA ヤマニ石岡店、アキヤマ書店、
たかぎ書店、イチムラ書店、なべや書店、
市役所（秘書広聴課）、支所（総務課）
■問い合わせ 1 秘書広聴課（内線 214）

　　　
平成 27 年国勢調査の速報値
が公表されました

▶平成 27 年国勢調査に、ご協力あり
がとうございました。2 月 26 日に速
報値が総務省統計局より発表されまし
た。市の総人口は昨年の 10 月 1 日現
在、76,030 人で、平成 22 年の前回
調査と比べて 3,657 人の減となりま
した。

広報いしおか４月１日号  №２５２　１４
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市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

  

貸
し
出
し
ま
す

イ
ベ
ン
ト
用
品
／
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
製
造
機
、
テ
ン
ト

※
団
体
（
子
ど
も
会
、
町
内
会
、

学
校
、
各
種
施
設
な
ど
）
の
み
の

貸
し
出
し
に
な
り
ま
す
。

福
祉
用
品
／
車
イ
ス
、
車
イ
ス
搭

載
可
能
車
両
、
介
護
用
ベ
ッ
ド
、

高
齢
者
の
類
似
体
験
セ
ッ
ト

    

食
料
品
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い

▼
生
活
が
困
窮
し
、
食
料
を
必
要

と
し
て
い
る
人
に
提
供
す
る
た
め

の
食
料
品
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
ま

す
。
家
庭
や
事
業
所
な
ど
で
余
っ

た
食
料
品
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

《
提
供
し
て
も
ら
う
も
の
》

米
、
缶
詰
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
乾

麺
類
、
調
味
料
な
ど
長
期
保
存
が

で
き
、
未
開
封
の
も
の

■
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

政
府
主
催
慰
霊
巡
拝

▼
平
成
28
年
度
の
政
府
主
催
慰
霊

巡
拝
が
行
わ
れ
ま
す
。
申
込
方
法

や
期
間
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

巡
拝
地
域
／
旧
ソ
連
、
中
国
、
南
方

対
象
／
戦
没
者
の
配
偶
者
、父
母
、

子
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
、
甥
、
姪
、

参
加
遺
族
（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の

配
偶
者

■
問
い
合
わ
せ

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
５
６
）

遺
言
・
相
続
無
料
法
律
相
談

日
時
／
４
月
14
日
（
木
）

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

４
時
、
午
後
６
時
～
８
時

場
所
／
県
弁
護
士
会
土
浦
支
部

（
土
浦
市
中
央
１
‐
13
‐
３
大
国

亀
城
公
園
ハ
イ
ツ
３
０
４
）

定
員
／
14
人
（
先
着
）

申
込
方
法
／
事
前
に
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
弁
護
士
会
土
浦
支
部
事
務
局

☎
０
２
９
・
８
７
５
・
３
３
４
９

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
い
し
お
か
３
月
１
日
号
７

ペ
ー
ジ
の
真
家
み
た
ま
お
ど
り
保

存
会
・
長
谷
川
太
洋
さ
ん
の
名
前

が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は

「
長
谷
川
大
洋
」
さ
ん
で
す
。

　

３
月
15
日
号
10
ペ
ー
ジ
の
浄
化

槽
設
置
補
助
の
記
事
中
、
窒
素
除

去
型
（
Ｎ
型
）
７
人
槽
の
補
助
額

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
新
築
が
64
万
４
０
０
０
円
、
転

換
は
77
万
２
０
０
０
円
で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

相

談

「NET119 緊急通報システム」
サービス開始

▶「NET119 緊急通報システム」は、
聴覚や発語に障がいのある人のための
システムです。
　携帯電話・スマートフォンを使い、
通話をしないで 119 番に通報するこ
とができます。利用するには携帯電話
などへの登録が必要です。
対象者／ 1 身体障害者手帳所持者
2 医師の診断証明などで障がいの確
認ができる人
登録窓口（手話通訳者設置日）／
・本庁 社会福祉課
（毎週月曜日、第１・３・５木曜日）
・支所 市民窓口課（第２・４木曜日）
※手話通訳者設置時間
午前９時～正午、午後１時～５時

■問い合わせ
1 社会福祉課（内線 183）
℻ 27-5835
消防本部警防課
☎ 23-0119（内線 251）
℻ 22-5895

通報 !!

受信

出動

１５　広報いしおか４月１日号  №２５２
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石
岡
市
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ

石
岡
駅
が
、
こ
の
３
月
に
多
く
の

関
係
者
の
協
力
の
元
、
新
装
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。 

　

新
し
い
駅
舎
の
西
口
正
面
に

は
、
Ｊ
Ｒ
石
岡
駅
の
文
字
の
下
に

「
筑
波
山
と
霞
ヶ
浦
」
の
壁
画
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
優
美
な
風
景
の

上
空
に
二
羽
の
鶴
が
舞
っ
て
い
ま

す
。
常
陸
国
風
土
記
に
記
さ
れ
た

鶴
の
再
来
な
の
で
し
ょ
う
か
、
吉

兆
た
だ
よ
う
美
し
い
光
景
で
す
。 

　

つ
く
ば
万
博
で
活
躍
し
た
デ
ザ

イ
ナ
ー
・
藤
代
範
雄
さ
ん
の
原
画

を
、
幅
30
ｍ
×
高
さ
７
ｍ
の
タ
イ

ル
壁
面
に
表
現
し
て
い
ま
す
。 

　

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
改

札
口
へ
向
か
う
と
、
最
初
に
目
に

つ
く
の
が
東
西
自
由
通
路
の
長
い

ガ
ラ
ス
面
で
す
。
そ
こ
に
４
枚
の

大
き
な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
掛

か
っ
て
い
ま
し
た
。 

　

そ
れ
は
「
ふ
る
さ
と
の
四
季
」

と
題
し
た
春
夏
秋
冬
を
描
く
色
鮮

や
か
な
「
き
り
え
」
で
、
原
作
者

は
日
本
を
代
表
す
る
、
き
り
え
作

家
の
滝
平
二
郎
さ
ん
で
す
。 

　

滝
平
さ
ん
は
平
成
21
年
に
88
歳

で
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
作

品
は
今
で
も
日
本
中
の
多
く
の

人
々
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
氏
は

石
岡
一
高
卒
で
あ
り
、
石
岡
地
方

の
四
季
を
題
材
と
し
た
と
思
わ
れ

る
作
品
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
に
４

枚
の
絵
に
は
親
し
み
が
わ
い
て
き

ま
す
。 

　

駅
全
体
に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
４
基
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
８

基
設
置
し
て
あ
り
、
県
内
の
Ｊ
Ｒ

橋
上
駅
で
は
友
部
駅
と
並
び
最
も

多
い
設
置
数
で
す
。 

　

時
代
の
趨す
う
せ
い勢
な
の
で
し
ょ
う

か
、
水
戸
以
南
で
大
部
分
の
駅
が

橋
上
化
を
進
め
、
残
る
は
高
浜
、

羽
鳥
、
内
原
の
３
駅
で
す
。
高
浜

駅
の
バ
リ
ア
ー
フ
リ
ー
化
等
は
、

本
年
度
か
ら
構
想
を
練
り
始
め
た

い
と
思
い
ま
す
。 

　

石
岡
駅
の
成
り
立
ち
で
す
が
、

正
岡
子
規
が
石
岡
に
泊
ま
っ
た
６

年
後
の
明
治
28
年
に
、
駅
は
開
業

し
ま
し
た
。 

　

と
は
い
っ
て
も
、
当
時
は
常
磐

線
で
は
な
く
、
日
本
鉄
道
土
浦
線

と
い
う
私
設
鉄
道
で
し
た
。 

　

明
治
34
年
に
磐
城
線
〜
水
戸
線

〜
土
浦
線
〜
隅
田
川
線
が
一
本
化

さ
れ
、
海
岸
線
と
呼
ば
れ
た
そ
う

で
す
。 

　

常
磐
線
の
名
は
そ
の
数
年
後
か

ら
で
、
上
野
駅
ま
で
は
３
時
間
も

か
か
り
ま
し
た
。 

　

前
の
石
岡
駅
舎
は
、
昭
和
初
め

に
天
皇
陛
下
行
幸
に
あ
わ
せ
建
て

替
え
ら
れ
ま
し
た
。
モ
ダ
ン
な
建

物
で
、
昭
和
ロ
マ
ン
の
雰
囲
気
が

漂
っ
て
い
ま
し
た
。 

　

そ
の
当
時
の
面
影
を
伝
え
る
唯

一
の
物
が
、
改
札
口
の
上
に
掛
か

る
「
石
岡
駅
」
の
扁
額
で
す
。
昭

和
26
年
、
当
時
の
偉
大
な
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
徳
富
蘇
峰
が
駅
長
と
石

岡
の
知
人
の
要
請
に
応
じ
て
書
い

た
も
の
で
す
。 

　

新
し
い
駅
に
あ
る
新
旧
の
顔

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
長
日
記
25

３
月
10
日
（
木
）

石
岡
駅
に
あ
る
新
旧
の
顔

今
泉 

文
彦

文
と
写
真

▲夏をイメージした「バスが行く」の前で

タウン
ミーティング
２月４日開催　シリーズ 19　
秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 212）

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

団
体

葦
穂
地
区
の
皆
さ
ん

　

参
加
者
は
15
人
、
座
談
会
方
式

で
行
い
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
、
県
市
長
会
で
視
察

し
た
福
島
県
双
葉
町
の
廃
墟
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
街
並
み
の
様
子

や
市
で
制
作
し
た
「
市
民
の
歌
」

な
ど
の
紹
介
が
あ
り
、
改
め
て
ふ

る
さ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
伝
え
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
防
災
や
イ
ノ

シ
シ
対
策
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

葦穂地区の皆さんから出された意見

・災害時、地区の情報が分かるとよい。
・八郷地区は裏山などが多く、土石流など
の心配もある。住民の避難訓練を定期的に
やるべき。
・石岡駅が新しくなったが、若者はつくば
駅を利用する人も多い。若い世代の流出が
危惧される。もっと市の魅力を PR し、若
い世代が住みやすい環境作りが必要。
・イノシシ対策が急務。農作物・農地への
被害が多い。環境破壊や耕作放棄地の増加
など、農業の衰退の一因となっている。
・中学校のスクールバスの利用者が少なく
なっている。バスの小型化や利用実態に応
じた見直しが必要。

広報いしおか４月１日号  №２５２　１６



硬
式
テ
ニ
ス
教
室

日
時
／
４
月
17
日
か
ら
の
毎
週
日
曜

日
（
全
10
回
）
午
前
９
時
～
11
時

場
所
／
八
郷
総
合
運
動
公
園

対
象
／
12
歳
以
上
の
人

定
員
／
20
人

参
加
費
／
４
０
０
０
円（
ボ
ー
ル
代
・

ス
ポ
ー
ツ
保
険
な
ど
）

申
込
方
法
／
４
月
15
日
（
金
）
ま
で

に
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
申
し

込
み
（
電
話
受
け
付
け
は
、
午
後
８

時
～
９
時
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

八
郷
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
稲
見
）

☎
４
３
・
１
８
３
７

　

yasato_tennis_club@
yahoo.

co.jp
春
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ン
プ

▼
石
岡
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
は
、
石
岡

一
高
柔
道
場
を
会
場
に
、
毎
週
土
曜

日
午
後
６
時
～
８
時
に
練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

入
会
希
望
者
を
対
象
に
、
交
流
を

深
め
る
体
験
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま

す
。柔
道
を
通
し
て
仲
間
を
つ
く
り
、

体
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
５
月
14
日
（
土
）・
15
日
（
日
）

参
加
費
／
小
学
生
１
０
０
０
円
・

　
　
　
　

大
人　

２
０
０
０
円

申
込
締
切
／
５
月
７
日
（
土
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
（
中
根
接
骨

院
）
☎
２
４
・
２
３
９
６

募

　集

▼
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
子
ど
も

た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
喜
び
を

感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
財
団
法

人
日
本
体
育
協
会
が
創
設
し
た
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

地
域
の
大
人
が
子
ど
も
た
ち
に

ス
ポ
ー
ツ
す
る
楽
し
さ
を
伝
え
る

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
は
、
50
年

以
上
続
い
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
43
の
団
体
が
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
も
仲
間
に
な
っ
て
楽

し
く
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

ス
ポ
ー
ツ
の
種
類

野
球
・
剣
道
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

サ
ッ
カ
ー
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
柔
道
・

空
手
道
・
水
泳
・
複
合
（
野
球
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

団
員　

小
学
１
年
生
か
ら
19
歳
の

男
女

※
各
少
年
団
は
、
小
学
生
以
上
が

10
人
以
上
と
、
成
人
の
指
導
者
２

人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

団
に
よ
り
年
齢
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局

（
石
岡
運
動
公
園
体
育
館
内
）

☎
２
６
・
７
２
１
０

スポーツ少年団では、さまざまな

スポーツ活動を行っていて、沢山

の仲間をつくることができます。

スポーツ少年団員募集！
新学期、新しいことに挑戦してみよう！

何かスポーツを
　　　始めてみたい…

子どもにスポーツを始めさせ
たいけど、地域で楽しくやっ
ているところはないかな？

　　　市のスポーツ振興に尽力

▶ 1 月 15 日、ホテルレイクビュー
水戸で行われた県体育協会体育功
労者賞表彰式で、植田冨士さん（体
育協会バレーボール部）が県体育
協会体育功労者賞を受賞しました。
　植田さんは、長年にわたり市バ
レーボール協会
の役員として競
技の発展に尽力
され、体育指導
員としても活躍
されました。

１７　広報いしおか４月１日号  №２５２

スポーツ

第９回いしおかトレイルラン大会
▶山並みが美しいと全国からラ
ンナーが集まる 1000 人規模の
大会が４月 29 日（金・祝）に
朝日里山学校で行われます。受
け付けや給水などのボランティ

アスタッフを募集しています。
　石岡だからできるスポーツ。
ランナーを応援しませんか？
■申し込み・問い合わせ　
石岡トレイルランクラブ　
☎ 24‒4428

ボランティア募集中！

スポーツ
情報

石岡運動公園　　　☎ 26‒7210
八郷総合運動公園　☎ 43‒6884



健康

健 康
ガイド

石岡保健センター
☎ 24-1386　℻ 		24-4638	
八郷保健センター
☎ 43-6655　℻ 		44-1492

　

４
月
は
入
学
や
就
職
な
ど
生
活

環
境
が
変
わ
り
、
こ
こ
ろ
に
不
調

を
感
じ
や
す
い
季
節
で
す
。

　
﹁
眠
れ
な
い
﹂﹁
食
欲
不
振
﹂
な

ど
、
最
近
体
調
の
変
化
を
感
じ
て

い
る
人
、
次
の
項
目
で
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

﹁
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

　
　
　
　

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
﹂

₁
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な

い
。

₂
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
て
い

た
こ
と
が
楽
し
め
な
く
な
っ
て
い

る
。

₃
以
前
は
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と

が
、
今
で
は
お
っ
く
う
に
感
じ
ら

れ
る
。

₄
自
分
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と
思

え
な
い
。

₅
訳
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
な
感
じ

が
す
る
。

　

５
つ
の
項
目
の
う
ち
２
項
目
以

上
が
２
週
間
以
上
、
ほ
と
ん
ど
毎

日
続
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
辛
い

気
持
ち
に
な
り
毎
日
の
生
活
に
支

障
が
出
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時

に
は
か
か
り
つ
け
医
な
ど
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
相
談

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
不
安
な

こ
と
が
あ
っ
た
ら
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

①
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
申
込
制
）

　

精
神
保
健
福
祉
士
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

毎
月
第
３
月
曜
日　

●
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

毎
月
第
３
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　②

こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の
電
話
相
談

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
事
な
ど
に
専
門

の
相
談
員
が
電
話
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。

毎
月
第
２
火
曜
日（
４
月
は
12
日
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・

午
後
１
時
～
４
時

■
石
岡
地
区　

５
月
総
合
健
診

日
時
／
５
月
26
日
（
木
）、
27
日

（
金
）、
28
日
（
土
）　

午
前
７
時
～
10
時
30
分

場
所
／
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
／
２
５
０
人（
１
日
あ
た
り
・

先
着
）

申
込
方
法
／
４
月
25
日
（
月
）
～

28
日（
木
）に
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
し
込
み
。

︽
40
歳
以
上
の
人
︾

　

総
合
健
診
受
診
券
の
ほ
か
に
特

定
健
康
診
査
受
診
券
ま
た
は
後
期

高
齢
者
の
健
康
診
査
受
診
券
と
保

険
証
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
４
月
下
旬
に
郵
送
の
健

診
の
案
内
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

■
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
（
医

療
機
関
検
診
）
の
ご
利
用
を

▼
医
療
機
関
で
の
子
宮
が
ん
・
乳

が
ん
検
診
を
希
望
す
る
人
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
／
４
月
１
日
（
金
）
～

平
成
29
年
２
月
28
日
（
火
）　

受
診
券
の
有
効
期
間
／
原
則
発
行

日
か
ら
１
か
月
間

■
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
が

　

要
件
該
当
で
負
担
金
無
料
に

▼
次
の
①
か
ら
⑤
に
該
当
す
る
場

合
、負
担
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

①
70
歳
以
上
の
人

②
65
～
69
歳
の
人
で
﹁
後
期
高
齢

者
の
健
康
診
査
受
診
券
﹂
が
届
い

た
人

③
健
（
検
）
診
日
現
在
、
生
活
保

護
法
に
よ
る
被
保
護
者

④
当
該
年
度
分
市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯（
世
帯
員
全
員
が
非
課
税
）

⑤
障
害
の
重
度
判
定
者
（
身
体
障

害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳

Ａ
・
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
）

　

③
④
に
該
当
す
る
場
合
は
﹁
健

（
検
）
診
負
担
金
免
除
証
明
願
﹂

が
必
要
で
す
。
③
は
市
役
所
本
庁

福
祉
事
務
所
、
④
は
市
役
所
税
務

課
ま
た
は
支
所
市
民
窓
口
課
で
証

明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
⑤
に
該

当
す
る
人
は
健
（
検
）
診
当
日
に

障
害
者
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

健
（
検
）
診

あなたの
こころ大丈夫ですか？
　４月は環境の変化などで、ストレスをためやすい時期で
す。十分な睡眠と、リラックスした生活を心がけましょう。

広報いしおか４月１日号		№２５２　１８



健康

▼
市
の
指
定
医
療
機
関
で
接
種
す

る
場
合
、
助
成
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
生
活
保
護
世
帯
の
み
全
額
助

成
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
事
前
手

続
き
が
必
要
で
す
）

助
成
期
間
／
４
月
１
日
～
平
成
29

年
３
月
31
日

■
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

対
象
／
市
内
在
住
の
生
後
６
週
か

ら
32
週
ま
で
の
乳
児

助
成
額
／
１
回
５
０
０
０
円
（
２

回
ま
で
）

■
流
行
性
耳
下
腺
炎
（
お
た
ふ
く

か
ぜ
）

対
象
／
市
内
在
住
の
満
１
歳
～
就

学
前
の
幼
児

助
成
額
／
３
０
０
０
円
（
１
回
の

み
）

■
高
齢
者
肺
炎
球
菌

▼
石
岡
市
医
師
会
に
加
入
し
て
い

る
医
療
機
関
（
定
期
・
任
意
）
と

県
医
師
会
加
入
医
療
機
関
（
定
期

の
み
、
任
意
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で

償
還
払
い
の
手
続
き
が
必
要
）
で

接
種
す
る
場
合
、
助
成
が
あ
り
ま

す
。

助
成
額
／
４
０
０
０
円
（
１
回
の

み
）

《
償
還
払
い
の
予
防
接
種
》

申
請
期
限
／
平
成
29
年
３
月
31
日

償
還
払
い
の
手
続
き
方
法
／
銀
行

口
座
へ
の
振
り
込
み
と
な
り
ま
す

の
で
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

①
接
種
し
た
予
防
接
種
の
領
収
書

②
助
成
費
用
の
振
り
込
み
を
す
る

口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
（
通
帳

な
ど
）

③
認
め
印

■
成
人
風
し
ん
等
予
防
接
種　

助
成
対
象
／
妊
娠
を
予
定
、
ま
た

は
希
望
し
て
い
る
女
性
と
配
偶
者
、

妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者

助
成
額
／

・
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン　

３
０
０
０
円

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

５
０
０
０
円　
　
　
　
　
　
　
　

■
乳
幼
児
予
防
接
種
の
県
外
接
種

▼
県
外
で
定
期
予
防
接
種
を
受
け

た
場
合
や
、
県
外
も
し
く
は
市
指

定
医
療
機
関
外
で
任
意
接
種
を
受

け
た
場
合
、
費
用
の
助
成
を
し
ま

す
。
里
帰
り
な
ど
の
事
情
に
よ
り

県
外
で
の
予
防
接
種
を
希
望
す
る

人
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

接
種
方
法
／
い
ず
れ
の
予
防
接
種

も
指
定
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種

（
予
約
制
）。

■
日
本
脳
炎

▼
平
成
23
年
か
ら
新
ワ
ク
チ
ン
に

な
り
、
積
極
的
勧
奨
が
再
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
７
年
４
月
２
日

生
ま
れ
～
平
成
19
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人
は
、
20
歳
に
な
る
ま
で

４
回
を
定
期
接
種
と
し
て
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
二
種
混
合

対
象
／
市
内
小
学
６
年
生
（
平
成

16
年
４
月
２
日
～
平
成
17
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）

接
種
時
期
／
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

接
種
方
法
／
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）

	

■
麻
し
ん
風
し
ん
（
２
期
）

対
象
／
市
内
在
住
で
平
成
29
年
４

月
に
小
学
校
入
学
の
人
（
平
成
22

年
４
月
２
日
～
平
成
23
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）

接
種
時
期
／
４
月
１
日
～
平
成
29

年
３
月
31
日
ま
で
（
時
期
を
過
ぎ

る
と
自
己
負
担
）

※
二
種
混
合
・
麻
し
ん
風
し
ん
予

防
接
種
の
対
象
者
に
は
、
４
月
上

旬
に
必
要
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。

不
明
な
点
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ピカピカ歯磨き教室
　就学前のお子さんを対象に、歯の健
康を守るため、歯科診察、フッ素塗布
を行います。
　詳しくは折り込みチラシの「保健セ
ンター年間予定表」をご覧ください。

予
防
接
種
助
成

予
防
接
種

歯科検診

フッ素塗布

１９　広報いしおか４月１日号		№２５２

定期接種
対象者

平成 28 年度中に 65・70・75・80・
85・90・95・100 歳の人

４月下旬に説明書と
予診票を郵送

60 歳以上 65 歳未満の人で心臓や腎
臓、呼吸器、免疫機能などに重い病気
のある人（身体障害者手帳１級所持者）

保健センターで説明
書と予診票を発行

任意接種
対象者 65 歳以上の定期接種対象者以外の人

４月下旬に説明書を
郵送。予診票は指定
医療機関にあります。



みんなのひろば

平
成
27
年
度
「
い
し
お
か
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展
」

期
間
／
３
月
29
日
（
火
）

　
　
　
　
　

〜
４
月
５
日（
火
） 

　
石
岡
優
雅
会
に
よ
る「
墨
絵
展
」

期
間
／
４
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
20
日（
水
）

石
岡
の
風
と
土 
写
真
展 

　
　
　
　
　
　

returns

期
間
／
４
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　

〜
５
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

▼
春
の
お
花
を
使
っ
て
バ
ス

ケ
ッ
ト
ア
レ
ン
ジ
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

日
時
／
４
月
９
日
（
土
）
午
前

10
時
・
午
後
１
時
30
分　

定
員
／
各
５
人

対
象
／
小
学
生
〜
成
人

費
用
／
２
８
０
０
円
（
お
花
代

な
ど
）

準
備
す
る
物
／
花
ば
さ
み

申
込
締
切
／
４
月
４
日
（
月
）

▼
歴
史
を
テ
ー
マ
に
し
て
市
内
に

残
る
伝
統
的
な
建
造
物
、
史
跡
に

つ
い
て
自
由
に
ト
ー
ク
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
！

　

参
加
自
由
で
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時
／
４
月
11
日
（
月
）

　
　
　
　
　

25
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
く
か
ら

３
・
土
・
市
（
サ
ン
ド
市
）。

日
時
／
第
３
土
曜
日  

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所
／
香
丸
・
中
町
・
御
幸
通
り

の
参
加
店
前
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ

ン
タ
ー

折
り
紙
教
室

　30
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
か
ら

ち
り
め
ん
小
物

　２
・
16
日
（
第

１
・
３
土
曜
日
）
午
後
１
時
か
ら

心
と
身
体
の
健
康
相
談

　毎
週
水
曜

日
・
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

ま
ち
の
保
健
室

　17
日
（
第
３
日
曜

日
）
午
後
１
時
〜
４
時

ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル　

６
日
（
第

１
水
曜
日
）
午
前
10
時
か
ら
（
出

店
自
由
、
参
加
者
募
集
中
）

問い合わせ　☎ 27-5171
まちかど情報センター駐車場
（向かい側）・臨時駐車場（土
橋通り）をご利用ください。

４月のコミュニティ 今月のサンド市は 16 日

フラワーアレンジ教室

－協働で取り組む現場から－
レポートNo.10
110 番の家

■問い合わせ
生涯学習課
☎ 43‒1111（内線 1366）

ギャラリー

少
年
を
育
て
る
石
岡
市

民
の
会
は
、
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
暮
ら
し

成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
、
あ
い
さ
つ
運
動
な

ど
を
行
う
団
体
で
す
。

　
「
こ
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の

家
」
は
、
そ
の
活
動
の
一
つ
。
民

家
の
軒
先
に
カ
ン
ガ
ル
ー
の
看
板

を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

登
下
校
中
に
不
審
者
に
会
っ
て

し
ま
っ
た
り
、
天
気
の
急
変
、
体

調
不
調
な
ど
で
助
け
を
求
め
た
い

時
、
安
心
し
て
避
難
で
き
る
家
と

し
て
１
０
３
８
世
帯
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
林
地
区
の
三
輪
さ
ん
は

「
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
安
全
を

守
る
た
め
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

庭
先
で
作
業
し
て
い
る
と
子
ど
も

達
か
ら
元
気
な
挨
拶
を
も
ら
い
地

域
を
明
る
く
し
て
く
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　

設
置
し
て
も
ら
え
る
家
を
募
集

中
で
す
。
詳
し
く
は
生
涯
学
習
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

青

▲東支部ゲーム大会

地域の元気の
出発点

110 番の家に登録
しませんか？

　
　
　
　
　
　
　

〜20

日（
水
）

開館時間 ／午前 10時～午後８時
休館日 ／木曜日　

まちかど
情報センター
ニュース

▲杉並支部あいさつ運動横断幕

ＪＡＺＺの

広報いしおか４月１日号  №２５２　２０

歴まちカフェ



みんなのひろば

まち
探訪

市内のひと・もの・できご
となどを紹介していきます

開     　

設
し
て
か
ら
６
年
目
を

　

迎
え
る
市
立
や
さ
と
中

央
保
育
所
（
清
水
範
子
所
長
）。

現
在
、
０
歳
児
か
ら
就
学
前
ま
で

１
２
５
人
の
園
児
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
新
た
な
試
み

と
し
て
、
財
団
法
人
ソ
ニ
ー
教
育

財
団
が
支
援
す
る
幼
児
教
育
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応
募
。
３
１
９
件

の
応
募
の
中
か
ら
見
事
、
奨
励
園

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
科
学
す
る
心
を
育
て
る
〜
豊

▲表彰を喜ぶ先生と園児▲表彰を喜ぶ先生と園児

▲野菜の種をまき「どんな芽が出てくるのかな」▲野菜の種をまき「どんな芽が出てくるのかな」

か
な
感
性
と
創
造
性
の
芽
生
え
を

育
む
〜
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
食

育
を
通
し
た
取
り
組
み
を
行
い
ま

し
た
。

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
い
も
植
え
か

ら
収
穫
、
夏
野
菜
の
栽
培
や
イ
チ

ゴ
摘
み
、
ま
た
収
穫
し
た
食
材
を

利
用
し
た
ク
ッ
キ
ン
グ
や
給
食
な

ど
を
体
験
。
こ
れ
ら
の
活
動
で
、

自
然
か
ら
食
と
命
の
つ
な
が
り
を

学
び
ま
し
た
。

　

園
児
は
実
際
に
体
験
す
る
こ
と

で
「
気
づ
き
、発
見
、興
味
・
関
心
、

疑
問
」
を
抱
き
ま
す
。
こ
の
感
性

が
育
つ
こ
と
で
科
学
す
る
心
、
す

な
わ
ち
創
造
力
が
育
ち
ま
す
。

　

清
水
所
長
は
「
体
験
さ
せ
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
が

少
し
で
も
広
が
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

※
記
事
は
３
月
時
点
の
内
容
で
す
。

▲担任の長谷川先生（左）と大瀬先生

▲清水所長

野菜作りでは、自然から命を
もらっていることを学びまし
た。体験は大きな学びです

幼児教育支援で
やさと中央保育所が

入　　選

▲クッキングって楽しいな！

▲みてみて！夏野菜が採れたよ！

▲ジャガイモ
掘ったよ！

２１　広報いしおか４月１日号  №２５２

思いやり
の心

表現し
やり遂げ
る心

感動し
想像する
心

自然に親し
み驚き感動
する心

命を大切に
する心

共生する喜び
を味わう心

好奇心や
考える心

科学する
心



文化

図書館
つうしん

■問い合わせ
中央図書館　☎ 24-1507
http://lib.city.ishioka.lg.jp

時の
記憶

シリーズ 123
文化振興課
☎ 43-1111（内線 1324）

と
し
ょ
か
ん

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
楽
し
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
は

無
料
で
申
込
不
要
で
す
。

日
時
／
４
月
30
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
／
中
央
図
書
館

　
　
　

視
聴
覚
室
・
読
書
室

対
象
／
幼
児
・
児
童

内
容
／
﹁
じ
ぃ
じ
﹂
の
お
は
な
し

会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹁
え
ほ
ん

づ
く
り
﹂

毎
月
実
施
！

ひ
よ
こ
の
お
は
な
し
会

▼
赤
ち
ゃ
ん
向
け
の
お
は
な
し
会

﹁
ひ
よ
こ
の
お
は
な
し
会
﹂
を
毎

月
第
２
木
曜
日
に
実
施
し
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
向
け
の
絵
本
だ
け
で
な

く
、
保
護
者
向
け
の
育
児
本
な
ど

も
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！

　図書館職員やボランティアによる「絵
本の読み聞かせ」・「紙芝居」・「パネルシ
アター」などを行っています。
中央図書館 ２階視聴覚室

《４月のおはなし玉手箱》
・２日（土）　　午前 10 時 30 分から
《ひよこのおはなし会》
・14 日（木）　   午前 10 時 30 分から
《４月のおはなし会》
・16日（土）       午前 10 時 30 分から
中央公民館

《４月のおはなしフレンズ》
・９日（土）        午後２時 30 分から
※赤ちゃんから大人まで誰でも参加
できます（30 分程度）

4月の休館日 　  ４日　11日　18日
　25日　28日　

楽しいおはなし会

新
し
く
展
示
し
ま
し
た

染
谷
古
墳
群
の
埴
輪　

　

民
俗
資
料
館
が
﹁
ふ
る
さ
と
歴

史
館
﹂
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
て

１
年
に
な
り
ま
す
。
１
階
は
企
画

展
示
室
で
、
２
階
は
常
設
展
示
室

と
し
て
石
岡
の
歴
史
を
紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
随
時
展
示
の
更
新
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
新
た

に
展
示
し
た
資
料
の
中
か
ら
、
染

谷
古
墳
群
の
埴
輪
を
紹
介
し
ま
す
。

　

埴
輪
は
、
古
墳
上
に
並
び
立
て

ら
れ
た
焼
き
物
で
、
人
物
や
動
物

の
形
を
し
た
形
象
埴
輪
や
、
土
管

の
よ
う
な
形
の
円
筒
埴
輪
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
実
は
古
墳
時
代

を
通
じ
て
製
作
さ
れ
て
い
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
西
暦
６
０
０

年
ご
ろ
を
境
に
製
作
が
終
わ
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
代
表
的
な
古
墳

の
形
で
あ
る
前
方
後
円
墳
も
こ
の

こ
ろ
を
境
に
築
造
さ
れ
な
く
な
り
、

こ
の
時
期
を
古
墳
時
代
の
な
か
で

も
﹁
終
末
期
﹂
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

日
本
史
で
い
え
ば
、
聖
徳
太
子
が
活

躍
す
る
飛
鳥
時
代
に
あ
た
り
ま
す
。

　

さ
て
、
染
谷
古
墳
群
は
石
岡
地
区

染
谷
に
存
在
す
る
40
基
以
上
か
ら
な

る
古
墳
群
で
す
。
こ
れ
ま
で
埴
輪
が

出
土
し
た
こ
と
は
な
く
、
古
墳
時
代

終
末
期
︱
飛
鳥
時
代
に
な
っ
て
か
ら

造
り
始
め
ら
れ
た
古
墳
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
た
っ

た
ひ
と
つ
の
破
片
で
す
が
、
埴
輪
が

採
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

写
真
の
よ
う
に
わ
ず
か
６
㎝
程

度
の
小
さ
な
破
片
で
す
が
、
円
筒

埴
輪
の
一
部
に
な
り
ま
す
。
西
暦

５
５
０
年
前
後
の
も
の
で
、
本
来

は
数
十
本
が
古
墳
の
周
り
に
並
べ

ら
れ
、
聖
域
を
区
画
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。

　

た
っ
た
一
つ
の
小
さ
な
破
片
で

す
が
、
染
谷
古
墳
群
の
造
ら
れ
た

推
定
年
代
を
50
年
古
く
す
る
こ
と

に
な
っ
た
資
料
で
す
。

図書館司書のおすすめ本

『乙女ゲームの悪役なんてどこかで聞いた話ですが』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柏てん／著

▲染谷古墳群の円筒埴輪

広報いしおか４月１日号  №２５２　２２

　乙女ゲームヒロインの
ライバル役に転生した主
人公が大活躍する、転生
ファンタジー！
　現在３巻まで刊行。作
者は、石岡市出身の作家、
柏てんさんで、2014 年 4
月よりWeb 上での小説
公開を開始し、本作にて
作家デビューしました。

図書館２階の YA コーナーでも人気の作品です。
※ YA コーナーとはヤングアダルト（青少年）向けの作品を
まとめて置いてあるコーナーです。



文化

俳
句

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

文芸
いしおか

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

総　

社　

一
色
し
の
ぶ

寒
蜆
後
悔
し
き
り
砂
を
吐
く

若　

宮　

今
川　

武
男

心
地
良
く
目
覚
め
し
朝
や
春
き
ざ
す

若　

松　

城
下　

稔　

忘
却
の
糸
を
紡
ぐ
や
寒
夕
焼

細　

谷　

松
﨑　

淑
子

梅
咲
い
て
母
の
立
ち
日
の
墓
参
る

旭　

台　

綿
引
さ
か
え

一
枚
を
ぬ
げ
ば
う
ぶ
着
の
猫
柳

や
さ
と
俳
句
会

宇
治
会　

萩
原　

清　

雛
日
和
杖
曳
く
老
い
も
腰
伸
ば
し

瓦　

谷　

谷
嶋　

楽
昇

連
れ
立
ち
て
街
へ
出
掛
け
む
山
笑
ふ

瓦　

谷　

石
田
誠
一
郎

俳
縁
と
云
ふ
親
し
さ
や
雛
め
ぐ
る

石
岡
短
歌
同
好
会

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

あ
き
ら
め
ず
治
療
し
ま
す
と
書
き

し
る
す
友
の
賀
状
よ
絶
筆
と
な
る

旭　

台　

井
上
ミ
チ
子

初
み
く
じ
小
吉
と
有
り
身
の
程
に
過

ぎ
た
る
幸
や
慎
み
て
生
く

東
石
岡　

田
村　

満
佐

庭
す
み
に
青
々
茂
る
芹
も
つ
み
七

草
粥
の
出
来
あ
が
り
た
り

府　

中　

山
口　

文
子

春
く
れ
ば
命
あ
る
も
の
萌
え
い
づ

る
五
粍
に
充
た
ぬ
草
も
花
さ
く

東
光
台　

内
田
千
代
子

荒
川
静
香
の
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー
よ
り

十
年
後
そ
る
琴
奨
菊
初
優
勝
す

八
郷
短
歌
会山　

崎　

鈴
木　

菫　

エ
ノ
ケ
ン
と
ロ
ッ
パ
が
好
き
な
幼
き
日

座
席
に
立
ち
て
手
を
振
り
し
日
あ
り

山　

崎　

西
口
は
ま
子

手
話
を
持
て
「
に
じ
い
ろ
」
歌
ふ
園

児
ら
よ
み
ん
な
の
未
来
七
色
に
あ
れ

月　

岡　

菱
沼
む
免
子

立
春
の
隠
し
日
射
し
に
猫
柳
花
芽

の
綿
毛
の
光
り
輝
く

石
岡
俚
謡
会国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

冬
の
バ
ス
停　

無
言
の
列
の　
　

　

白
く
吐
く
息　

混
じ
る
朝

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

頭
下
げ
つ
つ　

せ
ん
べ
い
貰
う　
　

　

鹿
の
瞳
が　

愛
ら
し
い

下　

林　

白
井
冨
喜
江

愛
に
生
き
抜
く　

母
子
の
絆　
　

　

祝
う
成
人　

梅
見
頃

府　

中　

稲
田　

す
み

水
戸
に
可
憐
な　

観
光
大
使　
　

　

香
り
伝
え
る　

梅
娘

貝　

地　

前
島
く
に
子

冬
の
木
枯
し　

春
告
げ
鳥
も　
　

　

美
声
忘
れ
て　

目
を
閉
じ
る

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

独
り
待
つ
身
の　

雪
降
る
夜
は　
　
　

　

積
も
る
思
い
に　

と
け
ぬ
胸

府　

中　

小
川
野　

蛙

時
が
育
て
た　

至
福
の
酒
の　
　
　

　

琥こ
は
く珀

世
界
に　

す
べ
り
こ
む

国　

府　

島
田
雪
う
さ
ぎ

鹿
島
神
宮　

凍
て
つ
く
寒
さ　
　

　

決
意
若わ

こ
う
ど人　

初
み
そ
ぎ

小　

倉　

植
木　

和
昭

農
村
に
空
き
家
が
殖
え
て
空
き
地
殖
ゆ

な
れ
ど
見
向
き
も
せ
ぬ
が
時じ

せ
い世

か

山　

崎　

鈴
木　

君
江

春
浅
き
陽
に
輝
け
る
福
寿
草

確
か
な
位
地
を
し
め
て
咲
き
い
る

　

大　

塚　

松
岡　

元
義

莫
逆
の
声
や
久
し
き
春
う
ら
ゝ
春

や
来
る
風
頬
を
撫
で
鳥
の
声

飯
嶋
よ
う

　

何
が
楽
し
く
て
、
私
は
楽
し
ん

で
い
る
の
で
し
ょ
う
。
お
茶
を
飲

め
ば
さ
っ
さ
と
帰
り
、
と
に
か
く

家
が
好
き
。
休
み
と
な
れ
ば
寒
い

の
で
炬
燵
で
テ
レ
ビ
を
見
て
心
配

無
用
で
あ
る
。
季
節
の
移
ろ
い
を

感
じ
て
詩
も
書
け
る
し
文
章
も
つ

づ
る
事
も
出
来
る
し
自
己
満
足
も

い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
ろ
そ
ろ
庭

の
福
寿
草
も
首
を
出
し
人
生
を
豊

か
に
し
た
い
。
き
れ
い
な
も
の
や

美
し
い
こ
と
に
囲
ま
れ
た
ら
ワ
ク

ワ
ク
す
る
。
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
楽

し
さ
が
あ
る
。
固
く
て
も
あ
ふ
れ

る
ほ
ど
の
楽
し
さ
が
あ
る
。
こ
れ

が
私
の
魅
力
で
し
ょ
う
か
。

●
石
岡
遊
石
会

第
10
回
石
岡
遊
石
会
水
石
展

　

今
年
も
水
石
展
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
お
出
で
く
だ
さ
い
。

日
時
／
４
月
16
日
（
土
）・
17
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
17
日
は
午
後
３
時
ま
で

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館
２
階

■
問
い
合
わ
せ　

小
堀

☎
０
９
０
・
７
２
８
５
・
５
５
２
３

●
文
化
協
会
盆
栽
部
石
岡
支
部

定
期
勉
強
会

　

一
緒
に
盆
栽
を
楽
し
み
た
い
人

は
、
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時
／
毎
月
第
１
日
曜
日

　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
府
中
地
区
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ　

佐
藤

☎
２
２
・
６
４
７
２

文化協会
だより

２３　広報いしおか４月１日号  №２５２



雨貝 美
みさ き

咲ちゃん（５歳１か月）右        
        晟

せ い や

也ちゃん（３歳２か月）左

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

原田 菜
な ほ

帆ちゃん（５か月）

わが家のアイドル

平成28年4月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

〈表紙の写真〉

　４月の駅のホームには、新生活への期待と不安をのぞかせる若者たちの姿。
４月1日号では、進学や就職で石岡駅を利用する若者たちを紹介しています。
　それぞれの夢に向かって踏み出す、新たな一歩。
　皆さんの夢の実現を応援しています。新しくなった石岡駅から、いってらっ
しゃい。

てき

材
料
（
４
人
分
）

切
り
干
し
大
根
35ｇ
・
Ａ{

酢
大
さ

じ
２
・
砂
糖
大
さ
じ
１
・
塩
少
々}

・

ホ
タ
テ
缶
１
缶
・
ロ
ー
ス
ハ
ム
40ｇ
・

キ
ュ
ウ
リ
１
本
・
辛
子
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

大
さ
じ
２
・
貝
割
れ
菜
１
パ
ッ
ク

作
り
方

①　

切
り
干
し
大
根
は
も
み
洗
い
し

た
後
、
水
に
約
５
分
つ
け
て
戻
す
。

水
気
を
絞
り
、
Ａ
に
つ
け
る
。

②　

ロ
ー
ス
ハ
ム
、
キ
ュ
ウ
リ
は
千

切
り
に
す
る
。

③　

①
②
と
ホ
タ
テ
を
汁
ご
と
混
ぜ

（エネルギー、113kcal、塩分０.8g）

　　　　切り干し大根のサラダ

ホタテの甘みと辛子マヨネーズのピリッと感
がくせになる一品。

合
わ
せ
て
、
辛
子
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
和

え
る
。

④　

器
に
盛
り
付
け
、
貝
割
れ
菜
を

飾
る
。

食
物
繊
維
た
っ
ぷ
り
の
切
り
干
し
大

根
。
日
常
の
食
生
活
に
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

幸せは食事から
ヘルスメイトの
レシピ紹介

弓弦
外で遊ぶのが大好きです。最
近はおしゃべりが上手になり
ました。元気に女の子らしく
可愛く育ってね。

若松２
よく笑い、いっぱいおしゃべ
りするようになりました。大
切な宝物です。お兄ちゃんと
仲良く元気に育ってね。

な ほ

栄養成分（１人分）

み さ き
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